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＜連絡事項＞　
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・夏坂　浩美様～本日排便-16日目。深澤Dr報告しシンラック服用にて対応するよう指示あり。
・藤井　孝蔵様～体幹、下肢に発疹あり。田名部Dr報告しバンコマイシンが原因の可能性あるが、本日より終了となっている為、経過観察指示あり。また、食事や服薬は継続するようにとのこと。
・熊谷　弘子様～ケアマネ面会あり。ケアハウスにまだ籍はある為、精神症状落ち着いたらケアハウスへの退院は可能との事。退院が決まり次第ケアマネへ攣託するようにとのこと。

・竹洞　総子様～本人より薬事情報の希望あり。深澤Dr確認し、来週処方変更する予定なのでそれまでは渡さないようにとのこと。また、夜間睡眠不安定続いている為、頓服のリスペリドン内用液3回までなら使用可の指示あり。
・木村　格治様～イレウス治療の必要性ある為、八戸赤十字病院へ転院となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。断続的にドア蹴りや壁蹴りされている。また、対面時支
離滅裂な発言や妄想発言聞かれている。大声での独語やドア蹴り頻回の為、
10:55リスペリドン内用液(1ml)1P服用。服用後も独語や易怒性は持続して
いる。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できる
よう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。衣服の要求あるが、過度となる事は無い。幻聴や妄想に左右された発言無し。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。自室にて臥床して過ごされている。呂律不良さ、活気のなさ見られている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。バイタルサイン異常無し。傾眠傾向。経管栄養トラブルや拘束部位の循環障害は無い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。バイタルサイン異常無し。経管栄養トラブルや拘束部位の循環障害はない。臀部の圧迫痛訴えあり、適宜体交行っている。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。自室にて臥床して過ごされている。妄想発言や危険行為なく経過。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～体温37.6～38.0℃、クーリングにて対応。他バイタルサイン異常無し。食事は介助にてエプリッチのみ摂取している。活気のなさは続いている。
・藤井　崇史様～排便に関する訴えあるが、しつこさ無し。やや被害的となる事あるが、過度となる事はない。
・蕨　真理様～私物への執着強く、預かりの説明するも拒否的。易怒性あるが、粗暴行為なく経過。妄想発言活発で疎通不良。
・袴田　将志様～眼光の鋭さ、妄想発言あるが、粗暴行為なく経過。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：4月11日　19：40

　氏　　名：蕨　真理様（わらび　まり）

　生年月日：昭和40年1月13日　54歳

　病　　名：統合失調症疑い

　性　　別：女性

　主治医　：田名部Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット9号室

　(経過）

　以前より妄想や独語が認められており、父親が外出先から帰宅した際に、「お前は誰だ」と父親を認識できず、父親を自宅内に入れない様に鍵をかける事があった。

　平成30年1月には父親の貴重品を全て取り上げ、自身で使用し始めている。その後、父親の再三の説得により父親の老齢年金が振り込まれる通帳のみは返却してもらっている。しかし、1,000万円程あった貯蓄用通帳は返却されず現在も本人が所持し、勝手に使用し大きなファミリーカーを購入している。

　平成30年11月7日、父親が八戸市立市民病院より帰宅後より、本人が父親に対し「お前はだれだ」「知らない人だ！」などと話し、110番通報している。警察官駆け付け本人に聞き取りを行うも、「顔は父親であるが、首から下は偽物だ。胃と腸が変なところについている。手術をしたのに、手術跡がない」などと訴え、父親を認識できない様子が見られていた。その後、精神疾患を疑い八戸市保健所職員が参集。病院受診の為に、

「父親が本物かどうか病院に行って調べてもらおう」「父親の状態が悪いから病院の付き添いをお願いしたい」などを理由に精神科病院の受診に繋げようと試みるも自室がある2階に上がり、2階の窓から外にいる保健所職員に対して「お前たちは誰だ」「保健所の職員の姿をした偽物だ」など話し、関わりを拒否し自室の前には、殺虫剤などの粉末が撒かれている状態。その後、本人が様々な関係機関に連絡を行い「保健所の偽物が家にきた」などと訴えている。

　平成31年4月11日、自宅に高額な電気代請求が来ており、父親が詳細を確認したところ、本人が『帰れー』等と叫び、興奮状態にあった事から警察に通報。措置鑑定が行われ、同日16時から措置1次診察を実施(八戸赤十字病院　小泉Dr)。診察中は質問に

対しぶっきらぼうに返答している。診察の結果、家族関係にも問題はあり、支離滅裂な言動も見られているが、自傷他害の恐れがあるかと聞かれたらない可能性が高いとの判断にて、措置不要となっている。

　同日19：00当院受診。診察中も被害妄想や父に対する替え玉妄想発言聞かれており、入院治療の必要性を説明しても全く理解できない状態。家族から入院治療の希望聞かれており、父親同意のもとH31年4月11日19：40東Aユニットへ医療保護入院となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

